
建築基礎向け高強度鋼管杭
JFE-HT590Ｐ

高強度鋼管杭 サイト



1. JFE-HT590Pの概要
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近年、高層ビルや大型倉庫など建築構造物の大型化が進んでおり、それにともない構造物の
基礎となる杭についても高性能化が要求されております。
また、地震多発国である我が国においては、万一の大地震に対しても安全・安心な構造物を
より合理的な方法で整備していくことが重要であると考えます。
当社ではこれらのニーズに応えるため、建築基礎用向け鋼管杭として従来品に比べ強度を
飛躍的に向上させた、

引張強度590N/mm2 級の高強度鋼管杭『JFE-HT590P』 を開発いたしました。

設計基準強度（F値）

N/mm2N/mm2
許容応力度の基準強度種　類 材料強度の基準強度

JFE-HT590P

SKK490

440 440 

325 325* 
＊SKK490の材料強度は、表の値の1.1倍以下までの数値

従来品の鋼管杭と同様の設計および施工が可能です。

従来品のSKK490に比べ 設計強度35％UP を達成しました。

2次設計に適用可能で 大規模地震にも対応 できます。

合理的・経済的な設計が可能となり、従来品のSKK490と比較
して 鋼重量を低減 することができます。

高強度化の実現により杭重量・サイズ減による杭工事の
重機の小型化、工期の短縮 が可能となり、
施工コストの削減 にも貢献できます。

55 つの特徴つの特長
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2. 適用範囲
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国土交通大臣認定

認定番号：MSTL-0374
評定名称：JFE-HT590P

スパイラル鋼管 （JFE大径鋼管）

外径D
 (mm)
600
700
800
900
1000
1100
1200

板厚t  (mm)
6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

＊ 鋼管杭の場合は、径厚比D/tが100以下となる範囲で適用してください。
＊ 上記以外の寸法については、ご相談お願いいたします。（インチサイズなど）
＊ △ 印のサイズに関しては、事前にご相談お願いいたします。

『JFE-HT590P』は、建築物または工作物の基礎くいとして、鋼管杭および外殻鋼管付コンクリートくい（SC杭）に
適用できます。



3. 製造方法
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（N/mm2）（N/mm2） （%） （%）

降伏点
または耐力種 類 試験片

（採取方向）
引張強さ 降伏比

JFE-HT590P
(スパイラル鋼管)

450以上
675以下

315以上

590以上

490以上 規定なし 18以上

伸び
（t:板厚）

22以上  （        　t≦9mm   ）
24以上  （  9mm＜t≦12mm）
27以上  （12mm＜t≦16mm）
29以上  （16mm＜t≦19mm）
31以上  （19mm＜t≦22mm）

5号
（管軸直角）

90以下
(12mm≦t≦22mm)

SKK490 5号
（管軸直角）

C Si Mn P S Ceq＊1 Pcm＊2

JFE-HT590P

＊1  炭素当量：Ceq=C+Mn/6+Si/24+Ni/40+Cr/5+Mo/4+V/14
＊2  溶接割れ感受性組成：Pcm=C+Si/30+Mn/20+Cu/20+Ni/60+Cr/20+Mo/15+V/10+5B
＊　 CeqまたはPcmのいずれかの値が表の値を満足するものとします。

SKK490

成 分
種 類

0.18 以下 0.55 以下 0.48 以下 0.26 以下1.85 以下 0.030 以下 0.015 以下

0.18 以下 0.55 以下 規定なし 規定なし1.65 以下 0.035 以下 0.035 以下

試験温度 シャルピー吸収エネルギー
（℃） （J）

試験片

JFE-HT590P 0 27以上 Vノッチ試験片

種 類

機械的性質

シャルピー吸収エネルギー

参考

参考

＊　表の値は、板厚が12mmを超えるものについて適用します。

化学成分

鋼帯を成形ロールなどでらせん状に成形し、継目部はサブマージアーク溶接
により溶接され、所定の長さで切断されます。
さらに附属品が取り付けられ、検査工程を経て出荷されます。

スパイラル鋼管

切断

外面溶接

内面溶接

サイドトリマー

開先加工

レベラー

鋼帯

試験
検査

試験
検査 出荷附属品

加工

4. 材料規格



5. 各種試験例
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『JFE-HT590P』が 局部座屈に対する強度を十分に有することを、
「部材圧縮試験」と「正負交番曲げ試験」で確認しています。

設計基準強度を十分上回る座屈強度を確認

σ ： 平均軸方向応力（荷重P/断面積A）
σy ： 材料降伏強度
σcr ： 座屈応力度（最大応力度）

M　： 曲げモーメント
Mp ： 全塑性モーメント
θ　： 載荷点における回転角
θp ： Mp到達時の載荷点における回転角 
 R   ： 低減係数

局部座屈に対する設計基準強度F値の低減式
（国交省告示第1113号）
　R=0.8+2.5×t/r

正負交番曲げ試験

部材圧縮試験
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局部座屈低減式
(国土交通省告示第1113号)

既往実験*(SKK400,SKK490)
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外径700mm 板厚19mm

外径700mm 板厚19mm

正負交番曲げ試験においても、設計耐力を十分上回ることを確認    

R ： 低減係数
 t  ： 杭板厚
 r  ： 杭半径

*岸田英明，高野昭信：鋼管杭の座屈と端部補強，日本建築学会論文集，第213号，1973.12



6. 適用工法例
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高い支持力性能と施工性を限りなく追求した鋼管杭工法です。
先端部内外面に突起を設けた鋼管杭を使用し、拡翼ビットによって地盤中に築造
された拡大根固め球根とを一体化させ、大きな鉛直支持力を発現します。
荷重条件に応じて鋼管杭と既製コンクリート杭を適材適所に組み合わせることが
でき、合理的な構造で経済性の優れた施工が可能です。

下記の高支持力杭工法に『JFE-HT590P』を適用することにより、さらに経済性に優れた設計
が可能です。

＊つばさ杭®およびコン剛パイル®工法は、JFEスチールの登録商標です。

コン剛パイル®工法従来の杭

杭本数：615本、杭重量：9,900t 杭本数：469本、 杭重量：8,440t

拡大
根固め球根

杭本数 24％
杭重量 15％
低減！

φ1200mm×t20mm
×L10m　
[SKK490]

φ1200mm×t16mm
×L22m　
[SKK490]

φ1200mm×t20mm
×L10m　
[JFE-HT590P][JFE-HT590P]
φ1200mm×t19mm
×L22m　
[SKK490]

4階建て倉庫を対象にした比較結果

拡大根固め球根
による

大きな支持力

『コン剛パイル®工法』

鋼管杭



7. 溶接施工上の留意点
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1. 現場円周溶接

『JFE-HT590P』と  従来品のSKK490等を継ぐ場合
低強度側の引張強度規定値を満足する溶接材料および方法を選定してください。

『JFE-HT590P』同士を継ぐ場合
JIS Z 3312 G59JA1UC3MIT（ソリッドワイヤ：銘柄例 MG-60、KC-60）
JIS Z 3313 T59J1T11CAN2M1U（アーク溶接フラックス入りワイヤ：銘柄例 DW-60）
に適合する溶接材料をご使用ください。

2. その他の溶接
溶接部の急熱急冷による硬化、溶接割れを避けるために、溶接長が40mmを下回るショートビードが
生じないよう配慮してください。

ショートビート溶接に対する最高硬さの試験結果
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円周溶接試験



2503R(1906)1　JSK

Cat.No.D1J-540-02
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